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2023年 11月8日 

 

各  位 

上場会社名  株 式 会 社 丸 運 

代 表 者 名  代表取締役社長 桑 原  豊 

コード番号  ９０６７ 東証スタンダード市場 

   問 合 せ 先  広報・ＩＲ部長 中 山 浩 一 

   (TEL 03－6810－9476) 

 

 

資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応及び配当予想の修正について 

 

 

当社は、本日開催の取締役会において、資本コストや資本収益性について現状を評価し、改善に向け

ての取組み方針・目標について決議しましたので、下記のとおりお知らせします。 

 

記 

 

１． 現状評価 

当社のＲＯＥ（自己資本当期純利益率）は、過去、3％を中心に概ね±2％の幅で推移していましたが、

基幹システム導入費用やインフレ等に伴うコストアップを主因に下落傾向にあります。一方、当社の

株主資本コストは 5％程度であることから資本収益性は大幅な改善が必要な状況にあると評価していま

す。 

低い資本収益性の結果、当社のＰＢＲ（株価純資産倍率）は、過去 5 年間において概ね 0.3～0.4 倍

の間で推移しています。 

 

 

 

２． 方針・目標 

当社グループとしては、2022年5月に発表した「2030丸運グループ長期ビジョン」の実現に向けて、

営業強化分野の事業基盤を強化し、次期成長分野の事業を拡大していくことが企業価値向上の要諦で

あると認識しています。上記の現状評価と長期ビジョンに掲げた「2030 年度経常利益目標 20 億円以上」

を踏まえ、ＲＯＥを 2030 年までのできるだけ早い時期に、資本コストを安定的に上回る水準である

「5.5％以上」にすることを新たに目標に掲げ、ＰＢＲの改善に取り組んでまいります。 

 

＜２０３０長期ビジョンにおける丸運グループのありたい姿＞ 

◆ 貨物輸送とエネルギー輸送の両輪経営を継続し、高いコスト競争力と提案営業力を有する物

流エキスパート企業となることを目指します。 

◆ そのために、国内一般貨物を基盤として、素材の国内外一貫物流を強化すること、今後市場

成長が見込まれるリサイクル物流分野、機工分野、食品流通分野及び潤滑油化成品等の危険

物保管分野への積極的な投資を実行することにより成長を追求します。 

◆ また、減少していく石油輸送については、安全を確保しつつ効率化を推進します。 

  

2019年3月期 2020年3月期 2021年3月期 2022年3月期 2023年3月期

ＲＯＥ 5.90% 4.01% 2.06% 1.97% 1.32%

ＰＢＲ 0.38倍 0.29倍 0.35倍 0.30倍 0.27倍

1株あたり純資産 774.07円 786.68円 815.64円 823.19円 836.63円

1株あたり配当金 8.00円 8.00円 8.00円 8.00円 8.00円

1株あたり当期純利益 44.50円 31.35円 16.48円 16.12円 10.94円

自己資本比率 58.80% 55.62% 57.39% 60.80% 64.10%
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３． 具体的な取り組み 

（１） 収益力の向上 

第４次中期経営計画で掲げた以下の施策に着実に取り組むことにより収益力の向上を図ります。 

〈主な施策〉 

  ・顧客別コスト構造の把握に基づいた適正運賃・料金の提案・収受 

（2024年問題への対応含む） 

  ・素材関連メーカーとの関係を一層密にし、当社の強みである重量物運搬などのタイムリー 

   な物流提案を活用することにより、輸送・保管案件を獲得 

  ・次期成長分野拡大のため、リサイクル分野と機工分野のＭ＆Ａや資本参加を能動的に実行 

  ・第３次中期経営計画で導入した基幹システムと連携するサブシステムの導入により、在庫 

   管理・作業効率を高度化 

  

（２） 株主還元の強化 

剰余金の配当については、これまで安定配当の継続を基本方針としておりました（※）が、今後

は、株主の皆様への利益還元を強化する観点から配当方針を変更し、今年度（2024年 3月期） 

以降については連結配当性向50％以上を目途として配当を実施します。 

また、安定的な配当の継続にも配慮し、単年度8円/株の配当を下限とします。 
※過去10年間、概ね8円/株の配当を継続してきており、連結配当性向（平均）は34％となっています。 

 

（３） ＩＲ活動の充実 

今後、株主や投資家の皆様との対話を一層強化し、積極的に経営へフィードバックすることによ

り企業価値向上を図ってまいります。 

また、情報発信の充実の観点から、サステナビリティレポート、株主通信やホームページなどに 

よりＩＲ関連情報の発信に取り組みます。 

 

４．2023年度（2024年3月期）の1株当たり配当予想の修正 

 上記３（２）の配当方針の変更に伴い、2023年度の1株当たり配当予想を2023年 8月9日公表の 

年間 8.00 円（連結配当性向48％）から、連結配当性向50％以上に相当する年間9.00 円に増額修正いた

します。 

  

 2024年 3月期年間配当金 

 第2四半期末 期  末 合  計 

前回予想 

(2023年8月9日発表） 

     

－ 

    円  銭 

   ４．００ 

    円  銭 

   ８．００ 

今回修正予想      

－ 

    円  銭 

   ５．００ 

    円  銭 

   ９．００ 

当期実績     円  銭 

   ４．００ 

 

－ 

 

－ 

（ご参考）前期実績 

（2023年3月期） 

    円  銭 

   ４．００ 

    円  銭 

   ４．００ 

    円  銭 

   ８．００ 

 

以 上 
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（ご参考） 

当社の資本収益性改善策 

 

 


